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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
Atmel社とは無関係であることを
御承知ください。しおりのはじめ
にでの内容にご注意ください。

AVR1900 : STK600でのATxmega128A1開始に際して

1. 序説
本応用記述はSTK®600でATxmega128A1をどう始めるかについての情報を含みます。

最初の3項はATxmega128A1に対するｺｰﾄﾞのｺﾝﾊﾟｲﾙとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに必要なｿﾌﾄｳｪｱ(AVR Studio®, 
WinAVR,AVR®用IAR Embedded Workbench®)についての情報を含みます。次の項はATxme 
ga128A1に対するSTK600の初期設定方法の概要説明を含みます。最終項はWinAVRまたは
IAR Embedded Workbenchを使ってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成とATxmega128A1に対するｺｰﾄﾞのｺﾝﾊﾟｲﾙ
の方法と、AVR StudioとJTAGICEmkⅡを使ってSTK600上でｺｰﾄﾞのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始する方法を
示します。

ｿﾌﾄｳｪｱ ﾂｰﾙを何処で探すかについてのより多くの情報は7.章で得られます。

2. ATxmega128A1を支援するAVR Studio
AVR Studioはｺｰﾄﾞのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに使われます。これはｼﾐｭﾚｰﾀとAVR XMEGAでのﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
を行うためのJTAGICEmkⅡ用の前処理部を含みます。STK600とATxmega128A1に対する支
援を得るにはAVR Studio 4.14またはそれ以降の版がｲﾝｽﾄｰﾙされていなければなりません。

注: AVR Studioのｲﾝｽﾄｰﾙ中にUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙすることを憶えて置いてください。

3. IAR Embedded Workbench 5のｲﾝｽﾄｰﾙ
AVR用のIAR Embedded Workbench 5.10(またはそれ以降) (IAR EW評価版と完全版)はATxm 
ega128A1に対するｺﾝﾊﾟｲﾗ支援を持っています。

応用自動実行を使ってｲﾝｽﾄｰﾙを開始するには"Install IAR Embedded workbench"を選択し
てください。

図3-1. AVR用IAR EWｲﾝｽﾄｰﾙ

ｲﾝｽﾄｰﾙ中にIAR Embedded Workbechの以前版に対してと同じ承諾番号と承諾鍵を使うことが
可能です。

IARのｲﾝｽﾄｰﾙ中の既定設定を使うことが推奨されます。IAR EWでのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの開始方法は
6.1.項で示されます。

4. WinAVRのｲﾝｽﾄｰﾙ
SourceforgeからWinAVR公開20080411(またはそれ以降)をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。avr-gccﾂｰ
ﾙﾁｪｰﾝはAVR Studioと自動的に統合します。WinAVRでのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの開始方法は6.2.項で示
されます。
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5. ATxmega128A1用のSTK600初期設定
STK600はﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘを持つ全ての8ﾋﾞｯﾄAVRとAVR32を支援するよ
うに設計されています。ｿｹｯﾄと配線ｶｰﾄﾞに基くｼｽﾃﾑはSTK600基板
上で各種の外囲器形式とﾋﾟﾝ配置を支援するのに用いられます。

STK600を使う前とｿｹｯﾄと配線ｶｰﾄﾞを載せる前にSTK600が最新ﾌｧｰ
ﾑｳｪｱを含み、正しいVTarget電圧を持つのを調べることが推奨され
ます。

注: ﾄﾞﾗｲﾊﾞがｲﾝｽﾄｰﾙされているのを保証するためにSTK600への接
続前にAVR Studioがｲﾝｽﾄｰﾙされるべきです。

図5-1. STK600のｿｹｯﾄと配線ｼｽﾃﾑ

ｿｹｯﾄ基板
配線ｶｰﾄﾞ

STK600(本体)

 1. STK600にUSBｹｰﾌﾞﾙを接続して、それを電源
ONにしてください。

 2. Windows®は新しいﾊｰﾄﾞｳｪｱが見つかったことを
知らせます。STK600用のﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙしてく
ださい。

 3. AVR Studioを開いて始動ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを取り消して
(Cancel)ください。

 4. ﾒﾆｭｰﾊﾞｰから"Tools(ﾂｰﾙ)⇒Program AVR(AVR
書き込み)⇒Connect...(接続...)"を選び、図5-2.
で図解されるようにSTK600とUSBを選択すること
によってSTK600との接続を始めてください。

図5-2. STK600への接続

 1. STK600に対してより新しいﾌｧｰﾑｳｪｱが利用可
能な場合、AVR Studioは更新を行うことを希望
するかの問い合わせを行うでしょう。ﾌｧｰﾑｳｪｱ
の更新を行うにはAVR Studioによって与えられ
る指示に従ってください。

 2. 更新後、(上の手順4.と同じ方法で)STK600へ再
び接続し、HW Settings(ﾊｰﾄﾞｳｪｱ設定)頁を開
いてください。1.8～3.6Vの間にVTarget電圧を
設定し、STK600にその値を書いてください。正
しい値が書かれたことを検証するために読み戻
すことが推奨されます。

図5-3. VTaget電圧設定
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最新ﾌｧｰﾑｳｪｱと正しい目的電圧が設
定されたなら、配線ｶｰﾄﾞとｿｹｯﾄ基板を
載せる前にSTK600を電源OFFにしてく
ださい。

ATxmega128A1に使われる配線ｶｰﾄﾞは
"STK600-RC100X-13"、100ﾋﾟﾝ ﾃﾞﾊﾞｲｽ
に使われるｿｹｯﾄ基板は"STK600-TQF 
P100"です。

STK600への配線ｶｰﾄﾞとｿｹｯﾄ基板の載
せ方は図5-4.で示されます。誤った方
向で配線ｶｰﾄﾞとｿｹｯﾄ基板を載せること
は不可能です。

図5-4. STK600への配線ｶｰﾄﾞとｿｹｯﾄ基板の載せ方

ZIFｿｹｯﾄにﾃﾞﾊﾞｲｽを載せる時は正しい向きでﾃﾞﾊﾞｲｽが載せられることを
保証してください。ﾃﾞﾊﾞｲｽの1番ﾋﾟﾝは円点で印されています。図5-5.で
見えるように,この角はｿｹｯﾄの切り欠き角と同じ方向に向かなければなり
ません。

図5-5. ZIFｿｹｯﾄに載せたﾃﾞﾊﾞｲｽ

切り欠き角

1番ﾋﾟﾝ印
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STK600はUSBｹｰﾌﾞﾙを通して電力を供給することができます。USBｹｰﾌﾞﾙを通して利用可能な電力が制限されていることを憶えて置
いてください。STK600が300mAよりももっと消費する外部ﾊｰﾄﾞｳｪｱに接続される場合、STK600上のDC入力ｿｹｯﾄに接続される外部電
源を使うべきです。この外部電源は中心が正(+)のｺﾈｸﾀで、10～15Vであるべきです。

ｺｰﾄﾞのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞはAVR StudioとJTAICEmkⅡとで行われます。STK600にJTAGICEmkⅡを使ってﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行う方法は以下で
記述されます。

 1. 下で示されるようにJTAGICEmkⅡをSTK600に接続してください。

図5-6. STK600へのJTAGICEmkⅡ接続

 2. STK600とJTAGICEmkⅡを電源ONにしてください(JTAGICEmkⅡが使われるのが初回なら、Windowsはﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙを問い
合わせるでしょう)。

STK600とJTAGICEmkⅡについてのより多くの情報はAVR Studioで利用可能です(Help(ﾍﾙﾌﾟ)⇒AVR Tools User Guide(AVRﾂｰﾙ使
用者の手引き))。

6. ｺｰﾄﾞのｺﾝﾊﾟｲﾙとﾁｯﾌﾟ上でのｺｰﾄﾞ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
本項はIAR EWとWinAVRの両方でのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成、ｺﾝﾊﾟｲﾙ、ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの方法を記述します。IAR EWでの開発については6.1.
節をお読みください。WinAVRでの開発については6.2.項をお読みください。

6.1. IARとAVR Studioでのｺﾝﾊﾟｲﾙとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

IAR EWでATxmega128A1に対するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを始めるには、
下で記述されるように行ってください。

・ IAR Embedded Workbenchを開いてください。

・ ﾒﾆｭｰﾊﾞｰで"Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒Create New Project(新規
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成)"を選択してください。

・ AVR Studio互換出力で希望するｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ言語を選択して
ください。

図6-1. AVR用IAR EWでの新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成
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・ 希望する位置<project location>にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存してください。

・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択を開いてください(Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒Options(任意選択)またはAlt+F7)。

・ General Options(全般任意選択)Category:(分野)でTarget(目的対象)ﾀﾌﾞを選択して、下図で示されるようにProcessor configuration
(ﾌﾟﾛｾｯｻ構成設定)をATxmega128A1に設定してください。

図6-2. ﾌﾟﾛｾｯｻ設定

・ I/O空間に於けるﾋﾞｯﾄ定義を許可するために、System(ｼｽﾃﾑ)ﾀﾌﾞを開いて"Enable bit defi nitions in I/O-Include files(ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾌｧ
ｲﾙからのI/Oﾋﾞｯﾄ定義許可)"ﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸしてください。

図6-3. ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾌｧｲﾙからのI/Oﾋﾞｯﾄ定義許可
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・ I/Oﾋﾞｯﾄ宣言を使うであろう使用者のﾌｧｲﾙでioavr.hをｲﾝｸﾙｰﾄﾞしてください。

・ "Compile(ｺﾝﾊﾟｲﾙ)"釦押下、またはProject(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾒﾆｭｰからCompile(ｺﾝﾊﾟｲﾙ)を選択、または単にCtrl+F7押下でｺｰﾄﾞをｺﾝﾊﾟｲ
ﾙしてください。

・ "Make(作成)"釦押下、またはProjectﾒﾆｭｰからMake(作成)を選択、または単にF7を押下することによってAVR Studio用の出力ﾌｧｲ
ﾙを作成してください。

・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに関しては5.章で記述されるような接続を行ってください。AVR Studioを開いて始動ﾀﾞｲｱﾛｸﾞで"Open(開く)"釦を
ｸﾘｯｸしてください。IARでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存した位置へ行ってください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀﾞに於いて、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾌｫﾙﾀﾞを"Exe"ﾌｫﾙﾀﾞ内に
位置を定めてください。この"Exe"ﾌｫﾙﾀﾞはAVR Studioに対するIARのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ出力ﾌｧｲﾙであるd90ﾌｧｲﾙを含んでいます。このd90
ﾌｧｲﾙをAVR Studioで開いてください。

図6-4. AVR StudioでIARﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ出力ﾌｧｲﾙを開く

・ そしてAVR Studioは命名されて保存される必要があるAVR Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを生成します。

・ 下図で示されるようにﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤としてJTAGICEmkⅡを、ﾃﾞﾊﾞｲｽとしてATxmega128A1を選んでください。

図6-5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤とﾃﾞﾊﾞｲｽの選択

これが行われると、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業が開始されます。AVR StudioとAVR Studioでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞについてのより多くの情報は"AVR Studio使
用者の手引き"(Help(ﾍﾙﾌﾟ)⇒AVR Studio User Guide(AVR Studio使用者の手引き))で得られます。
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6.2. WinAVRとAVR Studioでのｺﾝﾊﾟｲﾙとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

WinAVRとAVR StudioでATxmega128A1に対するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを始めるには以下で記述されるように行ってください。

・ AVR Studioを開いてください。

・ ﾒﾆｭｰﾊﾞｰから"Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒New Project(新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)"を選択してください

・ 下図で示されるようにﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ ｳｨﾝﾄﾞｳでAVR GCCを選択し、Project name:(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名)とInitial file:(初期ﾌｧｲﾙ名)を入力してく
ださい。

図6-6. 新規AVR GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

・ "Next>>(次へ>>)"を押下し、Debug platform:(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤)で"JTAGICEmkⅡ"を、Device:(ﾃﾞﾊﾞｲｽ)として"ATxmega128A1"を選択
してください。

図6-7. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤とﾃﾞﾊﾞｲｽの選択

・ "Finish(終了)"を押下してください。するとﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作成されます。
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・ ﾒﾆｭｰﾊﾞｰから"Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒Configuration(構成設定)"を選択してください。

・ General(全般)構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳに於いて、Device:(ﾃﾞﾊﾞｲｽ)任意選択で"atxmega128a1"を選び、望むOptimization:(最適化ﾚﾍﾞﾙ)を
選んで"OK"釦を押下してください。

図6-8. WinAVRﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択

今やﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが初期設定され、Cﾌｧｲﾙでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを書くことができます。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｺﾝﾊﾟｲﾙしてﾃﾞﾊﾞｲｽでそれをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするには、5.
章で記述されるのと同じ接続にしてください。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｺﾝﾊﾟｲﾙは以下のように行われ得ます。

・ 活性(有効)なﾌｧｲﾙだけをｺﾝﾊﾟｲﾙするには、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰから"Build(構築)⇒Compile(ｺﾝﾊﾟｲﾙ)"を選択するか、または"Compile(ｺﾝﾊﾟｲ
ﾙ)"釦押下、または単に"Alt+F7"を押下してください。

・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ全体を作成するには、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰから"Build(構築)⇒Build(構築)"を選択するか、または"Build(構築)"釦押下、または単に
"F7"を押下してください。

・ 今やﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが構築され、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰから"Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Run(走行)"を選択するか、または"Run(走行)"釦押下、または単に
"F5"を押下することによってﾁｯﾌﾟ上でｺｰﾄﾞをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞすることができます。

・ 直前の2つの段階はﾒﾆｭｰﾊﾞｰから"Build(構築)⇒Build and Run(構築して走行)"を選択するか、または"Build and Run(構築して走
行)"釦押下、または単に"Ctrl+F7"を押下することによって同時に行うことができます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業が今や開始され、ﾁｯﾌﾟ上でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞすることができます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞについてのより多くの情報に関してはAVR 
Studioで"Help(ﾍﾙﾌﾟ)⇒AVR Tools User Guide(AVRﾂｰﾙ使用者の手引き)"を読んでください。
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7. 更なる情報
ATxmega128A1ﾃﾞﾊﾞｲｽについてのもっと詳細な情報に関してはAtmel®のｳｪﾌﾞｻｲﾄで利用可能なﾃﾞｰﾀｼｰﾄとXMEGA A手引書を読ん
でください。

・ ATxmega128A1ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ
 ○ http://www.atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8067.pdf

・ ATxmega A手引書
 ○ http://www.atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8077.pdf

・ XMEGA応用記述
 ○ http://www.atmel.com/dyn/products/app_notes.asp?family_id=607#XMEGA%20Microcontrollers

開発に必要なﾂｰﾙはここで得られます。

・ AVR Studio
 ○ http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=2725

・ IAR Embedded Workbench(評価版または完全版)
 ○ http://www.iar.se/
 ○ http://supp.iar.com/Download/SW/?item=EWAVR-EVAL

・ WinAVR
 ○ http://winavr.sourceforge.net/
 ○ http://sourceforge.net/project/showfiles.php?group_id=68108

http://www.atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8067.pdf
http://www.atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8077.pdf
http://www.atmel.com/dyn/products/app_notes.asp?family_id=607#XMEGA%20Microcontrollers
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=2725
http://www.iar.se/
http://supp.iar.com/Download/SW/?item=EWAVR-EVAL
http://winavr.sourceforge.net/
http://sourceforge.net/project/showfiles.php?group_id=68108
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形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一部
加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。
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